
石
製
品
以
外
に
も
、
瓦
、
土
器
、

金
属
製
品
、
塑
像
片
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
財
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

塑
像
と
は
土
を
主
な
材
料
と
し
た

仏
像
で
、
焼
か
ず
に
作
っ
た
物
で

す
。
塑
像
の
技
術
は
仏
教
美
術
と

と
も
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
中
央
ア

ジ
ア
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
に

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
出

土
し
た
塑
像
の
水
準
は
高
く
、
同

時
期
に
畿
内
で
製
作
さ
れ
た
物
と

そ
ん
色
あ
り
ま
せ
ん
。
奈
良
県
の

法
隆
寺
に
匹
敵
す
る
彫
塑
群
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
跡
か
ら
は
「
放
光
寺
」

「
方
光
」
と
記
さ
れ
た
文
字
瓦
が

出
土
。
七
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世

紀
初
め
く
ら
い
ま
で
、
寺
は
存
続

し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
間
に
何
度

も
補
修
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
国

分
寺
に
準
ず
る
格
式
の
高
い
寺
で

し
た
。

古
代
上
野
国
は
大
和
朝
廷
を
支

え
る
大
国
と
し
て
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
古
墳
時
代
末
期
か
ら
飛
鳥
・

白
鳳
文
化
が
繁
栄
し
た
時
期
に
か

け
て
、
国
府
の
あ
っ
た
総
社
・
元

総
社
地
区
周
辺
に
多
く
の
遺
跡
が

残
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
地
で
勢
力
を
広
げ
、
上
野

の
地
域
全
体
に
も
影
響
力
を
持
つ

豪
族
た
ち
が
古
墳
を
造
り
、
立
派

な
寺
院
を
建
て
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
山
王
廃
寺
に
か
か
わ
る

文
化
財
が
高
度
な
技
術
に
よ
る
物

ば
か
り
で
あ
る
の
は
、
格
式
の
高

い
こ
の
寺
に
中
央
政
府
の
意
図
の

も
と
に
優
秀
な
人
材
が
た
く
さ
ん

送
り
込
ま
れ
た
と
い
う
証
し
で
し

ょ
う
。

山
王
廃
寺
の
発
掘
調
査
が
進
め

ば
、
七
世
紀
後
半
の
古
墳
時
代
末

期
に
地
方
へ
中
央
政
治
が
浸
透
し

て
い
き
、
古
代
国
家
が
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
様
子
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
可
能
性
も
。
今
後
、
さ
ら
な
る

調
査
・
研
究
の
進
展
に
期
待
が
か

か
り
ま
す
。

ま
た
、
貴
重
な
遺
跡
の
保
存
・

活
用
が
大
切
。
長
期
的
な
展
望
で

組
織
的
に
取
り
組
み
、
次
世
代
へ

引
き
継
い
で
い
く
方
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
は

も
ち
ろ
ん
、
貴
重
な
遺
跡
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
認
識
を
深
め
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

９ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

山
王
廃
寺
か
ら
は
歴
史
的
価
値

の
高
い
文
化
財
が
数
多
く
発
見
さ

れ
、
白
鳳
文
化
を
知
る
上
で
、
と

て
も
意
義
深
い
古
代
遺
跡
と
い
え

ま
す
。
大
正
時
代
の
初
頭
、
偶
然

に
発
見
さ
れ
た
塔
心
礎
（
塔
の
中

心
礎
石
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
寺
（
昭

和
五
十
六
年
の
調
査
で
放
光
寺
と

判
明
）
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
年
、「
山
王
塔

址
」
と
し
て
、
国
の
史
跡
に
指
定
。

創
建
は
七
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
、

今
日
ま
で
に
塔
と
金
堂
の
基
礎
が

東
西
に
並
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
こ
か
ら
五
十
誡
北
の

場
所
で
講
堂
の
基
礎
と
思
わ
れ
る

遺
構
が
発
見
。
奈
良
県
に
あ
る
法

起
寺
と
同
じ
配
置
で
す
。
塔
、
金

堂
、
講
堂
の
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
特
に
、
塔
基
礎
の
北
側

は
瓦
で
化
粧
し
た
部
分
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

古
墳
文
化
が
終
末
期
を
迎
え
る

七
世
紀
後
半
、
総
社
地
区
に
は
次

次々
と
大
型
の
方
墳
が
造
ら
れ
ま
し

た
。
高
度
な
石
材
加
工
技
術
で
作

ら
れ
た
石
室
に
は
、
仏
教
文
化
の

影
響
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
と
同

じ
技
術
で
、
山
王
廃
寺
の
塔
心
礎

や
根
巻
石
、
鴟
尾

し

び

な
ど
の
石
製
品

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
大
陸
か
ら
伝

え
ら
れ
た
こ
う
し
た
先
進
文
化
が
、

こ
の
東
国
の
地
で
も
華
開
い
て
い

た
よ
う
で
す
。
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東日本を代表する荘厳な古代寺院「山王廃寺」があった古

代上野国は、大和朝廷を支える大国として重要な役割を果た

していました。特に総社・元総社地区はその中心地であり、

古墳時代終末期から飛鳥・白鳳文化、律令期に至るまでの重

要な遺跡が集中しています。今回は、本年度から5カ年かけ

て調査・研究が進められる「山王廃寺」について、文化財保

護課で話をお聞きしました（担当は市民編集委員・杉山、石原）。

問い合わせは文化財保護課蕁２３１-９５３１へ。

偶
然
発
見
さ
れ
た
塔
心
礎
か
ら
調
査
始
ま
る

昭
和
３
年
「
国
指
定
史
跡
」
に

瓦
・
土
器
・
金
属
製
品
な
ど
が
出
土

法
隆
寺
に
匹
敵
す
る
塑
像
群
も

古
代
国
家
の
形
成
を
知
る
た
め
に
も

貴
重
な
文
化
遺
産
を
次
世
代
へ

根
巻
石

蜻
根
巻
石（
柱
を
飾
る
石
製
品
）

塔
心
礎
の
中
心
部
分
蜷

塔心礎

心柱

塔心礎などの図解

蜷
日
技
神
社
に
あ
る
石
製
鴟
尾

蜻
平
成
十
一
年
に
出
土
し
た
神
将
像
頭
部

総
社
・
元
総
社
地
区

山王廃寺の推定復元図�山王廃寺の推定復元図�


